
２０１２年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 3 0 0 0
7 * 0 0 3 7 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0
22 * 0 1 7 10 3 5 2 7 11 18 4 2 0 4
26 * 0 0 4 6 0 0 2 1 0 1 1 0 0 1
77 * 3 7 5 11 2 3 0 0 0 0 3 0 2 0
2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
8 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
10 0 0 1 2 4 1 2 1 0 0 0 1 4 1 0
16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
24 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
33 0 0 0 7 13 2 2 0 2 0 2 0 0 1 0
41 0 0 0 2 6 1 1 2 0 1 1 0 1 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
11 * 0 3 6 14 0 0 3 0 0 0 3 9 1 0
12 * 0 0 2 5 1 2 4 1 2 3 0 0 0 0
14 * 1 5 4 10 0 0 4 0 2 2 6 1 2 0
33 * 0 0 7 8 2 2 1 5 1 6 3 0 0 2
67 * 0 0 6 9 2 2 2 1 1 2 4 2 0 0
44 0 3 7 0 4 0 0 3 1 1 2 4 1 0 0
66 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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RATE 26.7% 51.0% 83.3%

Team / Coach: 村上　和之 -
合　　　計 69 200
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丹羽 基貴 9 22
吉岡 大和 2 8

福島 樹 16 36
大八木 誉之 14 33

森岡 裕大 5 25
岩田 良介 11 36

ST BS MIN

石川 琢己 12 40
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京都産業大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 89 200
RATE 45.5% 51.7% 75.0%

0 - -
Team / Coach: 禿　正信

嘉陽 宗平 5 20
0 - -

戸梶 智康 2 4
藤田 俊祐 16 14

甲斐 侑 5 24
橋本 尚明 0 3

保花 広樹 3 5
宍戸 大輝 0 1

木田 晶久 21 29
伊良部 勝志 0 2

シェリフ ソウ 17 37
松本 祥平 8 22

BS MIN

大橋 優太 5 15
野呂 俊大 7 22

ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS ST

関西学生バスケットボール連盟

近畿大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

戦評永山　忠利 副審 田中　真

記録

89 69

敗チーム

京都産業大学開始時間 17:40
会　　場 甲南大学体育館
コ ー ト 勝ち点３

男子 １部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.09.08
近畿大学

勝ち点1
試合ＮＯ 115
戦評
今大会では1勝1敗の京都産業大学と全勝の近畿大学の試合。チームの特徴としては、早い展開でのオフェンスとコ
ンビネーションプレイを得意とする京産大。ドリブルからの１on１、またはビックマン#22ソウの粘り強いリバウンドからの
得点を得意とする近畿大。試合は一進一退の攻防の中進んでいくが試合が動いたのは第４ピリオド。近畿大はディ
フェンスで流れを掴むと連続得点を重ねて行く。69‐89で近畿大が勝利した。第１ピリオド、京産大は#11石川を中心
としたアーリーオフェンスやハーフコートオフェンスを上手く組み立てて得点を重ねて行く。そして少しずつ流れは近
畿大へ。激しいディフェンスからコンスタントにミドルシュートなどを決めていく。京産大も得意のコンビネーションプレ
イで食らいつくも近畿大#77木田のミドルシュートでのバスケットカウントによって、さらに差は開く。16－22と近畿大
リードで終了。第２ピリオド、京産大は#11石川のキラーパスから始まる。それに対して近畿大は#22ソウの得点で入れ
返しこのピリオドも激しいトランジションでのバスケットが繰り広げられた。第１ピリオドの流れとは真逆で京産大が#44
丹羽の3連続3Pシュートで一気に逆転する。たまらず近畿大はタイムアウトを要求。タイムアウトが終わり、始めのオ
フェンスで#77木田のミドルシュートで同点とするも、京産大の勢いは止まらない。両チームとも激しいディフェンスに
よってお互い得点できないまま41－36と京産大リードで前半を折り返す。第３ピリオド、京産大がファーストブレイクで
の得点を重ねる中、近畿大もインサイドアウトでの３Pシュートで応戦。その中で流れを手にしたのは京産大であっ
た。相手のミスを見逃さず連続得点に成功。対する近畿大も激しいディナイディフェンスからタフシュートを打たせ
て、しっかりリバウンド、一気に流れを得た近畿大は#33藤田のミドルシュートですかさず逆転。その後は両チーム一
進一退の攻防が続き、57‐59と近畿大リードで第３ピリオド終了。第４ピリオドは近畿大の厳しいディフェンスからス
ティールし速攻で得点、近畿大が少し連続得点で流れが傾きかけていた。京産大はキャプテン#14岩田の３Pシュー
トで対抗する。その追撃を止めるべく近畿大のディフェンスは一層激しさを増す。京産大は近畿大のディフェンスに
上手く対応できずアウトサイドシュートが多くなりシュートも入らない。近畿大はその中逆にアウトサイドシュートを決め
て少しずつ差は開いていく。そこで京産大はディフェンスをゾーンに少しスイッチする。少し抜け出したのは近畿大、
得意のマンツーマンディフェンスでプレッシャーを与えると京産大はミスが重なりオフェンスをする時間が短くなる。そ
のまま近畿大が抜け出し、結果69‐89で近畿大が勝利を飾った。
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